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l 研究概要 

 本研究では、新宿⻄⼝フォーク集会を例にポピュラー⾳楽に含意される⼤衆性と社

会変⾰への志向との連関について論ずる。新宿⻄⼝フォーク集会は「ベトナムに平和

を！市⺠連合」（ベ平連）の活動の⼀つとして、1969 年 2 ⽉からおよそ 5 ヶ⽉の間、

現在の新宿⻄⼝地下広場にて開かれた催しである。運動の最盛期にはおよそ 7000 ⼈

が集結し「政治の時代」を特徴付ける運動の⼀つとして記憶されている。 

 新宿⻄⼝フォーク集会（以下「フォーク集会」）には、社会運動と⾳楽実践という⼆

つの⾯が存在している。フォーク集会を社会運動として捉える場合、そこには催しの

⺟体となったベ平連に対するまなざしが存在する。新原（2003）は、社会運動のカテ

ゴリーとして「市⺠運動」が意識され始めたのが 1960 年代であると述べているが、催

しの⺟体となったベ平連もまた市⺠運動を標榜しており、フォーク集会もその⼀環と

して捉えられることになる。しかし、フォーク集会に対するこのような視点は、彼ら

が⽤いたフォークソングという存在を等閑視しており「なぜ
．．

社会運動の場においてフ

ォーク⾳楽が⽤いられたのか」という動機については説明が不⼗分である。⼀⽅で、

フォーク集会を⾳楽実践として捉える場合、当時のフォーク⾳楽が持っていた「プロ

テスト」という政治的なメッセージ性を強調する傾向があり、この催しもそのような

メッセージ性を表出させた例として捉えられている（Mitsui 2013）。しかし、このよう

な視点は、フォーク集会と当時のポピュラー⾳楽を取り巻く状況を過度に同⼀視して

いる。フォーク集会の直接の担い⼿となったのは、プロのミュージシャンではなく⼤

学⽣を中⼼としたアマチュアのシンガーたちであり、「社会秩序への挑戦」（⽮澤 

2003:59）という尺度において両者には少なからず隔たりが存在していた。 

 以上に記したように、新宿⻄⼝フォーク集会という事象は「⽬的」としての社会変

⾰に「⼿段」としてのフォークソングが密接に連関しており、両者を切り離して論ず

ることはできない。本研究は新宿⻄⼝フォーク集会の例を通して、ポピュラー⾳楽に

含意される⼤衆性と社会変⾰への志向性について考察し、両者の親和性および⽭盾を

明らかにする。 
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